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【平成２９年度 検証結果】 

検証結果    当初目標に対し、概ね期待どおりの成果があったが、一部十分ではなかった。 

具体的には、高エネルギー加速器研究機構陽電子実験施設の陽電子ビームを、

当初予想の従来線源比２０倍を超える６０倍まで高強度化した。これを利用した

TRHEPD では、構造解析においてその有効性を示す卓越した成果を上げた。 

しかし、LEPD は装置の設計変更に伴う遅れが生じ、当初計画にあった低速陽

電子ホログラフィ法の開発、巨大ラシュバ効果を発現する表面合金のスピン分

裂メカニズムの解明、パイエルス転移に伴う電荷密度波形成・金属絶縁体転移

機構等の解明などは、達成が不十分だった。 
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【平成２７年度 研究進捗評価結果】 

評価 評価基準 

 A+ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 

○ A 当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見込まれる 

 A－ 
当初目標に向けて概ね順調に研究が進展しており、一定の成果が見込まれるが、一部

に遅れ等が認められるため、今後努力が必要である 

 B 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 C 
当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の減額又は研究の

中止が適当である 

（意見等） 

本研究は、高エネルギー加速器研究機構陽電子実験施設の陽電子ビームを、従来線源比の２０倍まで

高強度化し、低速陽電子回折（LEPD）や全反射高速陽電子回折（TRHEPD）の表面科学への展開を

目指している。ビーム源開発は、既に当初目標を上回る従来線源比６０倍の高強度を実現し、極めて順

調に進んでいる。これを利用した TRHEPD では、その有効性を示す成果が出始めている。一方、LEP

D は装置の設計変更に伴う遅れが生じているが、着実な進展は認められる。今後これらの手法を応用す

ることにより、当初計画で目標とした複数の表面科学の重要課題での成果が上がることを期待する。ま

た、将来のより幅広い分野への展開を目指して、より積極的に広報活動に取り組むことを期待する。 


